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金
津
古
蹟
志
巻
入

域
外
新
堂
形
漣

。
尻
霊
坂
逼

小
立
野
よ
り
新
堂
形
前
へ
出
づ
る
往
来
の
坂
路
を
尻
垂
坂
と
呼
ぺ

り
。
故
に
康
器
置
臓
の
際
此
の
通
り
を
尻
垂
坂
遁
と
稽
し
、
町
名
と

た
し
た
り
。
按
宇
る
に
、
銀
座
方
奮
紀
陀
載
せ
た
る
承
膨
三
年
七
月

十
二
日
金
揮
命
所
よ
り
銀
座
へ
の
書
簡
に
‘
金
津
品
川
谷
町
四
郎
右
衛

門
と
見
b
、
同
年
八
月
晦
日
の
書
簡
に
も
同
様
に
載
せ
た
り
。
さ
れ

ぽ
此
の
時
代
は
汗
谷
町
と
呼
ぴ
た
り
し
と
と
知
ら
れ
け
り
。
彼
の
坂

路
を
ぽ
汗
谷
、
或
は
尻
谷
ー
ま
た
修
理
谷
た

E
書
き
来
れ
り
。
年
譜

に
‘
し
り
た
れ
坂
共
あ
れ

E
も
、
今
は
し
り
た
に
、
或
は
し
ゆ
り
た

に
共
呼
べ
り
。

。
前
田
利
章
君
舘
跡

共
の
遺
地
今
不
v
詳
と
い
へ

E
も
、
品
川
谷
坂
の
坂
上
に
て
、
今
乗
六
図

の
後
園
地
な
る
べ
し
と
い
へ
り
。
利
章
君
は
、
奮
務
五
世
参
議
従
三
位

企
部
古
蹟
志
巻

λ

綱
紀
卿
の
次
男
.
幼
名
宮
五
郎
、
後
治
滴
丞
と
改
稿
せ
ら
れ
た
り
。

加
陽
年
舗
に
云
ふ
。
貸
永
二
年
四
月
尻
谷
坂
之
上
に
宮
五
郎
殿
之
御

殿
出
来
、
上
奉
行
篠
原
額
母
被
=
仰
付
一
同
四
年
四
月
十
六
日
富
五
郎

殿
御
新
宅
へ
御
移
徒
。
七
月
十
一
日
富
五
郎
殿
一
克
服
被
v
成
、
御
名
宮

丸
殿
と
被
v

改
、
後
遺
酒
丞
股
と
改
稿
。
十
月
朔
日
敬
姫
君
・
遺
酒
丞

殿
御
同
道
、
金
樺
護
途
‘
江
戸
へ
被
v
錆
ν
入
。
と
あ
り
。
さ
て
同
七
年
大

聖
寺
侯
利
直
君
の
嗣
子
と
成
り
、
正
徳
一
冗
年
正
月
鎚
封
、
従
四
位
下
備

後
守
陀
叙
任
せ
ら
れ
た
り
。
故
に
大
聖
寺
器
製
封
の
後
は
.
右
尻
谷

.
坂
上
の
館
を
ぽ
金
調
仰
来
駕
の
旋
館
と
注
し
.
綱
紀
卿
在
世
中
折
々
金

棒
へ
来
り
給
ふ
頃
、
必
A
T
此
の
舘
に
滞
留
せ
ら
れ
た
り
と
い
へ
り
。

金
棒
問
命
所
留
記
に
載
せ
た
る
享
保
三
年
五
月
十
六
日
の
書
簡
に
‘

備
後
守
殿
御
技
宅
向
之
遜
喝
託
札
場
之
際
よ
り
惣
構
掘
を
越
え
、
土

居
へ
上
り
申
鉢
に
而
足
跡
有
ν
之
‘
骨
伊
縮
右
積
塩
出
来
方
作
事
奉
行

中
へ
示
談
之
上
出
来
す
と
見
b
.
同
五
年
正
月
の
書
簡
に
ι

備
後
守

殿
蛍
地
へ
辞
算
入
、
町
屋
b
御
入
無
v
之
、
御
旋
宅
へ
可
v
稼
骨
伊
入
、

御
逗
留
中
乗
馬
杯
御
入
用
に
候
は
立
、
愛
元
被
=
残
置
-
馬
一
共
之
内
定

敷
分
相
撲
‘
御
技
宅
に
相
立
候
様
被
昌
仰
向
-
と
い
ふ
事
友
E
見
b
た

り
。
按
4
3
る
に
、
網
紀
卿
在
世
中
金
部
へ
毎
度
来
駕
あ
り
し
と
と
は
‘




